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2025 年 6 ⽉ 26 ⽇ 
つくばデジタルバイオ国際拠点

つくば市
 国⽴⼤学法⼈筑波⼤学 

〜1 万⼈を対象、⼀次調査「つくば市⺠のための健康と⽣活調査」〜
2025 年度 つくばハピネスライフ研究 郵送調査を開始 

〜2030 年までに､つくば市⺠の健康寿命を 5 年延伸〜 

「つくばデジタルバイオ国際拠点」*1 はこの筑波研究学園都市において、科学技術振興機構が進める
共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）のバイオ分野の拠点のひとつとして、2020 年に始動しまし
た。本拠点では、健康寿命 5 年延伸を⽬指し、学際的⽣命科学研究とデジタル・AI 技術を融合させたデ
ジタルバイオ研究を推進しています。※「健康寿命 5 年延伸プロジェクト」の詳細については補⾜資料 2 ⾴参照

その⼀環として、中⾼齢者に焦点を当て、フレイルのない Well-being な社会の実現を⽬指す「つく
ばハピネスライフ研究」を 2022 年度より開始しました。本研究は、つくば市の協⼒のもと、45 歳から
89 歳の市⺠を対象に、毎年、⼀次調査「つくば市⺠のための健康と⽣活調査」と⼆次調査「つくばハピ
ネスライフ健診」を実施し、市⺠の⼼⾝の状態を横断的・縦断的に科学的に分析します。また、この健
診では、認知機能の低下、睡眠障害傾向、⽣活機能の低下などのリスクが⾼いと判定された⽅に対し
て、早期のケアにつなげていただけるよう、結果をお知らせしています。

2022 年から 2024 年にかけて、「つくば市⺠のための健康と⽣活調査（⼀次調査）には延べ 8,000 名の
⽅にご協⼒いただき、「つくばハピネスライフ健診（⼆次調査）」には、延べ 1,200 名の⽅にご参加い
ただきました。ご病気がある可能性が疑われた⽅が複数名認められ、病院への受診勧奨につながりまし
た。 
これらの調査結果をもとに、市内の地域ごとの課題や市⺠の健康に関する現状が少しずつ明らかになっ
てきています。今後は、この調査で得られたデータを活⽤し、つくば市と「つくばデジタルバイオ国際
拠点」が連携して、市⺠の健康づくりに取り組み、また、つくばスーパーサイエンスシティ構想「つく
ばヘルスケア」に貢献してまいります。※「つくばヘルスケア」7,18〜19 ⾴参照 https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/17/teiansyogaiyou2.pdf

今年度も 6 ⽉より⼀次調査の郵送調査を開始しますので、多くの⽅のご協⼒をお願い申し上げます。今
後も研究をさらに発展させ、より豊かで健やかな Well-being 社会の実現に向けて尽⼒してまいりま
す。※「つくばハピネスライフ健診」の詳細については補⾜資料 3〜4 ⾴参照

*1 https://tsukubadigitalbio.jp/

紹介動画

https://youtu.be/_YQK2_zFDQU

【本件のお問合せ先】 

筑波大学つくばハピネスライフ研究事務局 

「つくば市民のための健康と生活調査」担当 

電話：090-1871-9921、090-1562-8372（平日 9 時～12 時、13 時～17 時） 

E-mail: digitalbioeco@md.tsukuba.ac.jp

mano.nao.fe
長方形

mano.nao.fe
長方形
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補⾜資料１ 
【つくばデジタルバイオ国際拠点の概要】 
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補⾜資料２ 
【つくばハピネスライフ研究の概要】 

要⽀援･要介護者は全国で 700 万⼈、フレイル*2 ⾼齢者は 240 万⼈、合計で全国⺠の 8%に相当します。 
筋⼒･筋量の低下や認知度を検出することで、フレイルの予兆をいち早く把握し、運動や⾷等の⽣活習
慣の改善の提案、医薬品･機能性成分等により早期に介⼊を図り、つくば市⺠の健康寿命の延伸を図る
ことを⽬的としています。 
*2 健康な状態から介護が必要な状態へと変化する途中にある段階で、⾝体的機能や認知機能が徐々に低下しつつある状態。
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■6 ⽉より 2025 年度の郵送調査を開始 

 
■⼀次調査「つくば市⺠のための健康と⽣活調査」  
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■⼆次調査「つくばハピネスライフ健診 
 

  
 
 
 

 
 
 
 




